
公共空間での取組みについて 

～屋外空間における新型コロナウイルス感染症対策事例～ 

 

〇「コロナ占用特例」と「歩行者利便増進道路制度」 （参考資料１,２） 

＜サンキタ通り＞ 

 コロナ占用特例の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜元町商店街＞ 

 コロナ占用特例の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜三宮中央通り＞ 

 歩行者利便増進道路を活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料７ 



〇屋外空間利用に関する対策 

（Street Table 三ノ宮での対策） 

 来場者用のアルコール消毒液を設置・入場時の検温 

 密を抑制するための呼びかけ・混雑時の入場制限 

 兵庫県新型コロナ追跡システムの案内 

 飲食店舗等に対する時短要請等に応じた営業時間・営業内容の見直し 

 感染症流行の状況に応じた開催日時や営業内容の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京丸の内ストリートパーク 2020 での対策） 

 ソーシャルディスタンスを保ちながら座れるベンチ 

 密集を避ける取り組みの一環として、本社会実験の特設ウェブサイトでは、リアルタイムで

各ブロックの混雑度が「Social Distance MAP」で確認可能 

 開催場所に消毒用のアルコールを設置 

 

 

 

 

 

 

 

  

引用：丸の内ストリートパークホームページ https://marunouchi-streetpark.com/ 

 

https://marunouchi-streetpark.com/


【参考資料 1 コロナ占用特例とは】 

 

  



【参考資料 2 歩行者利便増進道路とは】 

 


